
令和６年度入院者訪問支援事業ファシリテーター研修 開催要領 

 

１ 目 的 

 令和６年度の精神保健福祉法改正により新設された入院者訪問支援事業は、特に医療機

関外の者との面会交流が途絶えやすくなることが想定される者からの希望により、精神病

床を有する医療機関（以下「精神科病院」という。）に訪問する事業であり、訪問する支援

員は都道府県が養成することとされている。 

 入院者訪問支援事業訪問支援員養成研修（以下「本研修」という。）は、動画視聴による

講義と対面による演習で構成されており、演習にはグループにファシリテーターの配置が

求められる。 

 このため、本研修開催に向けて、事前にファシリテーターとして必要な知識の習得を図

るとともに、本研修の研修内容に触れることにより課題を抽出し、質が担保される研修内

容となっているかを確認することを目的とする。 

 

２ 対象者 

 (１) 一般社団法人静岡県精神保健福祉士協会員、日本精神科看護協会静岡県支部員、

静岡県作業療法士会員 

 (２) 静岡県各健康福祉センター、静岡市、浜松市の精神保健福祉担当者 

 

３ 日 時 

 令和６年６月 14日（金）午後１時 30分～午後４時 

 

４ 会 場 

 静岡県職員会館もくせい会館第５会議室（所在地：静岡市葵区鷹匠３－６－１） 

 

５ 内容及び講師 

 ・全体ファシリテーター 安達 万里子（基幹相談支援センターメデル） 

 (１) 演習１ 入院者訪問支援員の役割に関する考え方 

     講師 上田 京華（静岡市保健所精神保健福祉課 主査） 



 (２) 演習２ 出会いの場面 

     講師 近藤 一世（医療法人社団リラ溝口病院 看護課長） 

 (３) 演習３ 実際の相談場面～傾聴と支援員の役割～ 

     講師 牛島 一成（公益財団法人復康会沼津中央病院 看護部長） 

 

 

 

令和６年度 静岡県入院者訪問支援事業 ファシリテーター養成研修カリキュラム 

 

対面研修   日時：令和６年６月 14日（金） 

             

開 始 終 了 内 容 進 行 

13：00  受付開始  

13：30 13：40 
開会 

概要説明 

静岡県障害福祉課 

増田 喜信 

13：40 13：50 
【チェックイン】グループ内で自己紹

介・アイスブレイク 

基幹相談支援事業所メデル 

安達 万里子 

13：50 14：20 
【演習①】入院者訪問支援員の役割に関

する考え方 

静岡市保健所 

上田 京華 

14：20 14：30 休憩  

14：30 15：10 
【演習②】出会いの場面(ロールプレイ

と意見交換) 

溝口病院 

近藤 一世 

15：10 15：50 
【演習③】実際の相談場面～傾聴と支援

員の役割～(ロールプレイと意見交換) 

沼津中央病院 

牛島 一成 

15：50 16：00 事務連絡 
静岡県障害福祉課 

増田 喜信 

 


